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 本論文は、ヘーゲルの大著『大論理学』を、「概念論」を中心にして読解し、とりわけ

英語圏で 1990 年前後から展開されているヘーゲル哲学研究を参照しつつ、現代の形而上

学を取り巻く三つの問題、すなわち認識論と存在論の関係、形而上学と自然科学の関係、

心身の関係をめぐる問題に対して、ヘーゲル哲学が新たな視点を提供しうる現代的意義を

有することを明らかにした、きわめて意欲的な論考である。 
 序論でまず、これまでわが国ではあまり顧みられてこなかった英語圏のヘーゲル研究を

重視する本論文の方針と、「概念論」を主として取り上げる理由が述べられたあと、第Ⅰ

部「論理学と形而上学」では、ヘーゲル論理学が認識論であるのか形而上学であるのかと

いう問題が論じられる。第 2 章「ヘーゲル・ルネサンス」で英語圏におけるヘーゲル哲学

の認識論的、ポスト・カント的解釈と形而上学的解釈とが概観されたあと、第 3 章「概念

と所与―ポスト・カント的解釈の射程」では、マクダウェルの「所与の神話」への批判が

参照されつつ、「概念」が全体論的構造をもったものと解釈され、「ポスト・カント的解釈」

が一定の妥当性をもつことが示される。第 4 章「弁証法と円環―認識論と存在論の対立の

克服に向けて」では、以上の議論を踏まえたうえで、ヘーゲル論理学が認識論と存在論と

の対立という図式自体を克服する議論を展開しようとするものであることが示される。 
 第Ⅱ部「論理学と経験」では、『大論理学』に全体論的な科学論が読み込まれる。第 5
章「判断とその根拠」、第 6 章「推論と経験的探究」では、「概念論」の「判断」章と「推

論」章の「必然性」の判断や推論を、自然種の経験的認識の概念構造を示すものとして理

解することによって、ヘーゲルの科学論を再構成し、第 7 章「現象と法則」で「本質論」

に含まれるニュートンの落下法則への言及に注目したあと、第 8 章「経験的なものをめぐ

る問題」において、ヘーゲル論理学が「経験」と経験科学に開かれており、形而上学と自

然科学との関係をめぐる現代哲学の議論に接続しうる意義をもつことを明らかにする。 
第Ⅲ部「論理学と目的論」では、人間の行為一般に関する議論と、心身関係に関する論

点が、概念論のなかに読み込まれる。第 9 章「行為論としての目的論」で、「目的論」章

前半が人間の行為を扱っていることを明らかにしたあと、第 10 章「目的論と心身問題」

では、「目的論」章後半および「生命」章が心身問題を扱っており、主観と客観とが相互

依存する関係にあることをヘーゲルが明らかにしていると論じられる。最終第 11 章「結

語」では、本論文全体の議論があらためて概観され、ヘーゲル論理学の現代的意義が確認

されて、考察が締めくくられる。 
 以上のように本論文は、近年の英語圏のヘーゲル研究を参照しつつ、ヘーゲル『大論理

学』の現代的意義を明らかにしようとした、きわめて意欲的な論考である。第Ⅰ部の「概

念」に関するテキスト解釈には問題点が認められ、また第Ⅱ部の科学論を読み込む考察は、

論者の思いが先行し、十分展開されていない論点も見受けられるが、英米の分析哲学で議

論されている重要な論点にヘーゲルの論理学が寄与できることを明らかにした本論文は、

今後の展開の可能性も含め、全体としてきわめて秀逸なものと評価される。よって、本論

文は博士（文学）の学位を授与するに値するとの見解で、審査委員全員が一致した。 


